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【未然防止型】

【発見的手法】

危険源
リスト

・鋭利な箇所
・回転体
・重量物 等

危険源は
どこにある？

職場内意見交換
（皆で得た情報を皆で生かす）

危険源リストから危険源を
特定

【再発防止型】

・災害事例
・ヒヤリハット情報

・個人の経験や危険感受性
から得られる気づき

事例や経験から危険源を
特定

過去にどんな
災害があった？

トップダウン

ボトムアップ

１．2022年度向殿サブWGの活動内容について

リスクアセスメントの危険源の特定において、各業種からの事例をもとに、共通手法を探る。
2021度までのWGおいて、網羅的なリスクアセスメント実施には職場での意見交換による
「発見的手法」が有効であり、そのためには「わかりやすい危険源リスト」の用意と、「職場で
意見交換を行うためのコミュニケーションツール」の２つが大切であるとの意見にまとまり、
まずは各社における「コミュニケーションツール」の紹介を行った。
2022年度は昨年度に引き続き「代表的な危険源リスト」の作成・提案を進める。

http://2.bp.blogspot.com/-wz7CPISpomQ/WR_KlIrpExI/AAAAAAABEXo/DD3kDGaOXXQev9fyeaON70RC3oLYseu8ACLcB/s800/figure_kaigi_hanashiai.png


リスクアセスメントのステップ（下記①～②）に基づく評価
① 危険源（危害を引き起こす潜在的根源）を明らかにすること
② リスク見積もりにつなげるために、危険源ごとに、ケガに至るプロセスを明らかにすること
※ ①と②は表裏一体（②から①が明らかになることもある）

「事故の型から危険源を特定する」
例）「作業者が墜落（して死亡）する

おそれのある高所作業」を特定する。

作業を特定した後、さらに
プロセスの詳細を確認し、
危険源を見つけに行く。

危険源を特定し、その
部分から改善の検討を
始める。

再発防止的観点（ボトムアップ型）：過去の類災や結果に学ぶ

【実際に多く行われている※RA（事故の型を用いたRA）】※2020年調査結果より

ハザードプロセス

この部分が進まないと危険源が特定できず漏れてしまう可能性がある。危険源に結びつけ、
網羅的なRAへ確実に繋げたい。（想定できなかった災害は未然防止できない）

危険源 危険事象危険状態 事故発生

を特定（同定） を想定 を想定 の程度を予測

ハザード プロセス 結果

未然防止的観点（トップダウン型）：論理的、網羅的、物理現象から探す

【危険源（ハザード）から始めるRA】

⇒ 「危険源を網羅的に特定する」

RAのスタートとなる危険源を特定しやすいように、イメージしやすい具体的な着眼点（設備や
工具・作業環境等）を一覧化し提供。

２．活動詳細：「危険源」をもっとイメージしやすく（代表的な危険源リスト作成）
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50音 設備・工具・作業等 回転している箇所 伸縮・上下運動する箇所（隙間が狭くなる箇所） 内部に高圧がかかっている箇所 内部が真空または減圧される箇所 鋭利な箇所 重さのある物の動力による移動箇所 自走可能なもの 不安定な重量物

あ アーク溶接

あ ｱﾙｶﾘ洗浄液

あ 圧延機 〇

機械・器具等に係る危険源

危険源の型 機械・設備 工具、原材料、製品、副産物 作業、環境

回転している箇所

伸縮・上下運動する箇所（隙間が狭くなる箇所）

内部に高圧がかかっている箇所

鋭利な箇所

重さのある物の動力による移動箇所

具体例

機械・器具等に係る危険源

①

②

③

各社事例をもとに、設備や工具・作業等に、どういった危険源が潜んでいるのか判断しやすい危険源
一覧を作成する。作成した一覧は、各社の実状に応じて改編し活用する。

【活動内容】 具体的な設備等に対する危険源一覧作成

【作成リスト（イメージ）】

整理

記入（追加）

３．活動詳細：「危険源」をもっとイメージしやすく（危険源リスト作成）

逆引きに
組みなおす。

ご協力いただき
ありがとう
ございます。

①JISにある「危険源の型」を、わかりやすくイメージしやすいワードに変換。
②変換した「危険源の型」から、関係する設備や工具・作業等の具体的な
名称を各団体を通じて情報収集。 （９団体、4４社から回答）
③具体的な設備や工具等の名称を左列に整理し、それぞれに対応する危険源リストを作成。

【作成リストの活用方法】

作成した本リストを一例とし、詳細な設備名称や危険源を現場目線で追記することで、各社の実状に
沿った「危険源一覧表」にすることができる。

４

ひとつの設備や工具等に対し、
複数の危険源がある場合も考
慮。漏れの低減につなげる。



４．危険源調査内容と進捗報告

【調査内容】
「危険源につながるキーワードから具体的な設備等を例出するためのリスト」を作成する
ための情報提供。
危険源を設備、工具、作業等の視点で横広に見出すため設備等を記載することで、
危険源と設備等をつなげ、危険な設備等の見落としを防ぐ。
ただし、設備等は各業界・各社によって大きく異なり数も非常に多くなることが予想される
ので、今回は代表的なものに限る。

５

【提供された危険源の例】

【調査期間】
7/28～9/1

【進捗】
回答数：４４件（９団体）
リスト化を順次実施、現在１２件終了。
年内完了、年度内配信を目途。

例① 溶接作業
・熱いもの（機械、材料）
・充電部
・電気工具のコード
・有害光線（アーク）
・粉じん等

例② 重量物運搬作業
・重量物取り扱い
・作業姿勢
・共同作業




